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u

i

u

円、円一三

元£一
h

一
話
、
九
一
一
九
一
八
口
、
五
五

巴
、
一
一
記
一
室
、
企
三
一
口
一
、
九
九
也

究
、
一
毛
一
一
己
話
、
円
売
一
一
言
、
一
一
九
回

豆
、
一
さ
一
八
九
、
八
八
旦
一
で
も
、
克
M

A

一、八七一じ刷、日品川
i

一一回、川口旧

公
、
一
一
吉
七
八
、
日
4

一何点、己ニ

宝
、
一
一
岳
山
宅
、
金
一
一
三
ぺ
一
言

大正卜三{jô品目京大震提山13 めに舟;村料が焼失 Li主にイ"~J2) 



五
十
二
年
度
て
-
2
4
4

謹、
2
4
一言、

A
i
z
-
-
J
i
一
一
三

i
七
;
、
完
九
一
一
兄
、
九
昌
一
一
-
一
円
、
主
一
量
、
一
三
九
一
、

A
A
:一、九四一一一党、色白

川
口
じ
日
一
一
日
付
一
一
見
一
一
一
一
一
一
一
七
日
記
一
一
一
一
一
一
仁
川
け
一
一
目
付
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
五
一
日
一
一
三
五
一
刊
誌

第

二

表

数

字

ω一
市
す
が
如
〈
、
歳
入
歳
出

ω数
字
に
は
、
年
度
に
よ
ワ
て
不
同
が
あ
る
正
英
に
又
月
に
よ
っ

て
も
畿
化
が
窺
は
れ
る
の
で
ゐ

ι
。
而
し

τ誌
に
問
題
己
な
っ
て
ゐ
る
滋
計
の
形
式
的
均
衡

ω
場
合
に
於

τは、

後
者

ω毎
月

ω季
節
的
縫
動
が
重
要
な
の
で
あ
る
。
第
三
表
に
於
て
は
、
批
近
十
二
年
間
毎
月
に
つ
き
、
同
却
を

出
入
す
る
歳
討
の
総
制
1

1
勿
論
↑
般
曾
計

ωみ
で
あ
る
が
1
i及
び
闘
庫
に
於
け
る
牧
支
的
差
引
の
以
践
を
計

算
し
た
の
で
あ
る
o

向
本
論
文
の
数
字
は
凡
て
主
計
簿
の
そ
れ
を
基
礎
ご
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
巳
に
本
誌
に

述
べ
代
る
が
如
〈
、
所
説
季
節
的
畿
勘
を
一
析
す
目
的
の
品
川
め
に
は
、
凡
て
の
数
字
を
一
ヶ
月
づ
、
前
仁
宇
ら

L
て

考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。第

百

表

最
証
十
二
年
聞
接
請
猷
況
月
別
表
(
単
位
千
附
)

(

イ

)

歳

入

哉

出

合

計

五

五

H
一六

H
一

七

月

八

月

一

九

-

直

司

l

也

凶

直

}

ぽ

章

一

月

二

月

一

一

;

四

昔、
J

つ
一
三
一
一
室
、
足
先
、
主
一
一
主
士
一
時
口
、
一
品
Z
E
E
-
h

芸一一
ι

一
元
、
主
主
、
三
十
告
弐
引
出
計
引
町
一
「
号
、
合
一

回
晶
、
最
耳
語
、
党
一
士
、
一
孟
九
九
九
、
一
川
一
七
口
、
さ
口
一
壁
、
虫
Z
一
八
五
、
一
一
宇
一
己
一
、
一
元
一
士
、
持
一
主
充
、
目
一
回
一
泊
、
会
「
一
畠
.
会
話

菜
、
八
回
岡
山
一
品
、
完
λ

λ

弘
、
主
円
一
口
ム
Azt一
七
一
口
手
一
二
菌
、
宅
見
九
九
J

一
旦
犬
、

=ι344A一
三
一
一
二
九
九
百
一
一
者
、
一
三

君
、
一
き
も
一
一
、
先
司
一
一
史
、
一
一
一
三
二
点
、
口
児
一
穴
、
き
μ

完
h
.
2
血
一
邑
、
合
一
一
一
一
日
、
u
H比
二
一
点
、
士
一
一
究
、
古
川
一
一
一
三
、
巴
一
一
一
一
会
、
一
夫

2
J
E
A
A
A
、
匂
九
八
三
↓
山
、
正
直
一
夫
、
一
八
口
一
二
ハ
き
さ
と
興
一
一
d
四
月
一
白
、
荒
川
二
元
、
匂
一
一
↓
一
一
一
一
盟
、
両
八
一
同
一
、
回
当
一
て
一
己
一
よ
再
三
一
語
、
口
詰

大
正
三
年
度
一

大
正
問
年
度
一

大
正
力
年
度
一

大
正
一
ハ
年
度
一

大
正
七
年
度
↑3阜

我
闘
財
政
山
手
倒
的
麹
劫

合
研
二
捌

第
二
寸
三
谷

繭

JI 

ゾL

月

租松牧入山季節凶器動(字詰'U~=--，-ニ巷第五抗随時)
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議

我

倒

財

政

の

季

節

的

艶

動

第

二

十

三

谷

(

第

一

概

九

回

一
本
年
五
月
一
六

H
一
一
じ
月
一
八

H
一九

H
一
十
月
一
十
一
月
一
十
二
月
一
笠
年
一
万
二
月
一
三
日
一
四
月

ー

l

l

大
正
八
年
度
八
八
、
実
旦
九
品
、
山
三
一
革
、
一
三
一
二
一
語
、
耳
恒
一
問
、
玉
男
肯
語
、
昌
也
ニ
一
一
八
、
若
旦
一
己
白
、
一
一
4
4
一
一
~
会
、
一
三
叫
一
一
塁
、
九
支
一
芝
、
先
一
一
-
一
先
ぷ
見

一

一

一

一

一

一

一

一

一

大
正
九
年
度
一
一
呂
、
-
一
孟
一
手
、
三
一
一
三
一
白
、
一
生
一
見
、
担
一
一
志
、
B
O
A
-唱
J
E
畢
三
八
、
弓
一
一
一
先
、
両
口
一
】
一
合
、
三
へ
一
去
、
主
ヨ
戸
主
、
白
川
二
色
、
一
言
也

大
正
十
年
史

-g、
若
亘
一
夫
、
ゴ
一
山
一
一
主
、
完
口
一
一
三
、
主
一
一
主
、
主
一
一
一
八
口
2
4
Z
一
三
号
三
一
L
-
売
、
三

-Z晶
、
九
三
三
交
、
右
J
一
一
己
主
豆
一
一
一
目
、
一
室

大
正
十
一
年
成
J
E
-
-呈
否
、
天
ニ

O

Q

幅
四
品
、
九
日
昔
一
一
号
一
、
口
翌
三
泊
三
一
色
三
回
、
先
世
一
一
老
、
ョ
五
一
主
一
二
三
一
一
元
二
塁
-
一
2
、全日

大
正
十
二
年
庇
一
一
日
一
三
一
三
一
一
三
広
一
語
、
主
主
主
J
Z
u
-
-
S
N
一
一
男
、
喜
一
宅
、
五
一
豆
、
三
一
豆
、
皇
号
、
主
一
一
同
口
、
豆
実
三
口

大
正
士
一
一
年
度
一
一
会
、
同
一
玉
三
一
、
-
2
豆
、
童
ニ
児
、
一
一
八
一
一
一
口
三
者
一
一
語
、
一
哩
三
一
三
、
一
石
一
一
実
、
豊
一
吾
、
五
五
、
三
一
一
虫
、
同
一
一
二
三
、
一
三

大
正
十
山
主
一
一
号
五
一
八
五
、
一
一
A
一
主
、
一
言
え
て
同
一
一
士
己
主
一
王
一
語
、
突
一
一
一
五
、
宣
言
二
日
一
日
記
口
、
宣
一
命
、
呈
ュ
一
石
、
八
一
三
宮
、
会
一

(
ロ
)
歳
入

H

じ

(
+
)
歳
出

一
本
年
五
日
一
六
月
一
入

H

九

三

一

H
一
十
一
月
一
翌
年
一
月

大
型
一
一
年
度
一
〈
置
、
宣
言
、
八
一
一
一
三
、
宣
告
、
八
八
一
一
二
一
一
平
安
、
一
主
主
、
口
一
一
去
一
三
全
一
十
一
、
宣
之
、
己
主
主
三
+
思
、
口
日
正

大
正
川
広
l

低
下
一
A
d
-
-
三
一
旬
、
五
ム
量
、
霊
平
コ
口
五
一
三
一
二
、
会
一
一
十
八
E
、
回
百
五
十
一
三
一
一
去
二
、
一
2
2
A
七
九
一
品
若
手
A
J
亙
+
目
、
入
口
一

大
正
五
年
度
一
会
百
、
き
E
A
耳
、
A
U
旦
ム
十
九
、
二
耳
ム
マ
一
、
さ
一
千
=
胃
、
宍
古
一

T
2
、
一
六
=
十
一
七
、
当
亘
十
一
一
一
三
+
向
、
向
呈
十
一
一
、
一
毛
一
+
宝
、
主
一
口

大
正
J

ハ
年
度
一
合
一
回
、
立
八
三
一

f

士
山
、
白
人
土
ム
一
」
一
一
日
干
言
語
咽
一
玉
、
三
十
昔
、
立
ム
需
主
十
三
一
A
L
+
五
、
盆
ム
一
丸
、
八
一
l
'

大
正
七
年
度
一
2
、
主
主
、
註
一
一
干
十
五
、

-82
一
三
九
一
干
豆
電
車
4

一
三
一
六
一
十
2
2
ム
充
、
互
4
同
師
、
さ
一
2
、
主
凸
ゴ
一
、
吉
一
回

大
正
入
院
血
白
一
ム
戸
豆
、
一
話
会
一
目
、
さ
一
一
凸
+
昌
三
主
ム
一
品
、
金
一
一
4
回
雷
、
喜
一
一
ト
二
、
一
註
ム
量
ベ
量
±
一
三
旦
?
ニ
ヘ
一
亘
±
耳
、
三
十
話
、
一
葉

大
正
九
年
度
一
ム
吾
一
、
均
一
一
一
旦
ム
一
五
、
門
主
A
士
一
山
、
音
二
会
問
、
一
円
七
八
十
英
国
J
E
E
4
2
一
呈
ム
一
一
一
一
、
児
去
さ
、
自
立
ム
=
一
、
宗
主
+
問
、
-
一
土
一
、
吾
五

大
正
寸
年
度
一
ム
再
八
、
量
会
一
、
九
一
ニ
ム
ム
一
白
、
U
M
F
ム
一
回
、
式
会
一
十
室
、
八
一
軍
+
一
、
主
ム
君
、
=
豆
ム
語
、
八
九
三
ム
主
宰
史
、
重
+
宍
九
八
九

大
正
↓
一
年
度
一
ム
男
、
旦
ム
固
ぺ
量
的
一
ず
J
一
色
ム
三
、
喜
一
γ
一
A
、
主
主
、
空
白
一
品
ミ
五
一
二
十
五
、
皇
室
、
宣
言
、
口
合

大
正
士
手
一
位
一
ム
夫
、
七
五
三
一
両
、
夫
同
一
ム
+
M
、
宝
泊
三
点
一
、
呈
ム
ゴ
一
八
、
室
一
合
一
一
、
八
主
同
盟
、
主
一
一
三
回
J
石
田
A
A
、
主
主
主
主
Y
2
5

大
正
す
一
年
度
一
ム
白
.
豆
ム

3
8一
ム
↑
ニ
2
2
4
英
、
重
十
五
七
、
夫
一
一
士
一
口
、
さ
一
男
、
5
3
2
、
三
ι
一五、

j
士
号
一
、
宅
一
一
十
四
口
己

主
古
年
度
一
ι
男
、
豆
量
、
主
ム
+
昔
、
主
主
、
豆
十
霊
・
宣
±
己
、
九
岳
会
一
三
一
一
一
言
、
三
主
主
、
三
+
言

τ宍、ニ見

論

ぷ〉

月)
差
一引
ト十

月

吋イ

d
U
川

vldμ

ブL

凹

月

リ 叫 叫り町川ふん、，'-，A"'.一時

四

月

月



第
三
表
を
見
る
官
、
歳
入
歳
出
の
獄
況
及
び
共
同
者
の
関
係
が
大
健
明
か
正
な
る
の
で
あ
る
。
合
計
よ
h
云
へ

ば
、
十
月
が
最
高
の
数
字
を
五
月
が
最
低
の
数
字
を
一
不
し
、
差
引
よ
h
云
へ
ば
、
十
月
が
プ
ラ
ス
の
最
高
¢
数
字

な
る
に
謝
し
五
月
が
マ
イ
ナ
ス
の
最
高
の
数
字
を
現
は

L
て
ゐ
る
。

歳
入
歳
出
の
総
量
の
大
な
る
月
小
な
る
月
、
歳
入
歳
出
の
差
引
の
冊
唱
す
月
滅
す
る
月
を
hm
る
事
に
よ
っ
て
、
我

困
財
政
の
形
式
的
均
衡
の
大
勢
を
窺
ふ
事
が
出
来
る
が
、
我
国
財
政
の
獅
特
の
型
を
精
織
に
算
定
す
る
斜
め
に

は
、
真
に
一
歩
を
進
め

τ研
先
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
o

項
を
新
に
し
て
論
じ
よ
う
。

第

歳
入
歳
出
の
季
節
的
建
動

我
岡
財
政
ゆ
形
式
的
均
衡
の
型
を
後
見
す
る
勉
め
に
は
い
前
々
の
研
究
方
法
を
考
へ
得
る
が
、
「
租
税
牧
入
の
季

節
的
援
勤
」
炉
調
ぺ
た
場
合
己
同
じ
〈
、
残
に
は
吋
何
日
。
日
の
季
節
的
縫
動
研
究
の
方
誌
を
用
ひ
た
の
で
あ
る
、

主
計
簿
の
材
料
の
都
合
上
、
大
正
三
年
度
乃
至
大
正
十
四
年
度
の
最
近
十
二
年
間
の
歳
計
の
季
節
的
援
勤
に
研
究

を
限
局
し
た
の
は
、
前
項
に
通
一
ー
た
る
Z
同
様
の
理
由
に
基
〈
。

第
二
表
の
設
近
十
二
年
間
歳
計
月
別
表
の
数
字
を
根
披
E
し

τ、
漣
鎖
指
数
郎
も
今
月
の
数
字
が
前
月
の
数
字

に
濁
し
て
如
何
な
る
割
合
に
ゐ
b
ゃ
を
各
月
に
つ
い
て
算
定
す
る
。
歳
入
歳
出
に
つ
き
漣
鎖
指
数
を
求
め
る
ご
、

第
四
表
を
得
る
事
が
出
来
る
。

九
五
)

ブι
宜

我
岡
山
助
政
の
季
川
的
艶
助

第
二
十
三
巻

(
第
一
概

論

叢

本誌第二+ニ@Ui五椀 75-76頁
Indices of sllsiness Conclltions p. I8-3 I 
5) 

6) 
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八
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u
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d
・川口

一一ー一・ん山

一一玉剖・山口

一山立・一三

九A
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A
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L
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j
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A
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出目一八
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一語・一
A

-回一・口孟一

一
き
・
三 融

制
(
百
分
動
)

H 

λ 入

月

九

二
7
向一

九一・
2
一

一吾川・
A
己一

一歪・口
U

一

一回(・

1

一一=・
th唱

ユ一一-一一口

-室・肯一

同口同・
uu唱

一ん
A
・八一

ユ一五・九九

第
二
十
三
番

部

挽

JL 
，、

H
一
十
月
一
十
一
月
一
十
二
月
一
笠
年
一
月
一
一
一

五
円
ム
き
・
三
-
手

円山
γ
一h
均一

Nh
前回・一一一日正一・

円
ハ
・
ん
冗
:
五
uz
・九回

2
4
・

M
一
一
一
一
一
一
一
守
一
江
一

日
同
・
口
己
主
・
川
一
了
一
一
.

克
・
主

A
u
-
-
三

一

マ

η
一
一
口
・
一
正
一
八
四
-

Z
A
-
-
主
主
・
主
一
語
・

葦
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表

ω漣
鎖
指
数
を
材
料
ご
し
て
、
そ
の
中
位
数
を
毎
月
に
つ
い
て
求
時
、
真
に
五
月
を
一

O
O
ご
す

る
漣
縦
し
た
る
季
節
的
縫
動
の
指
数
仁
、
こ
の
漣
鎖
指
数
の
中
位
放
を
書
き
改
め
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
第
ゴ
日

手
縦
t
し
て
、
他
の
異
分
子
を
消
去

L
た
る
季
節
的
畿
勤
の
み
の
指
数
を
算
定
し
た
。
第
五
表
は
、
以
上
三
つ
の

手
続
を
、
順
序
を
追
っ
て
、
記
述
し
に
る
も
の
で
あ
る
。
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五
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三
段
の
計
算
手
般
を
へ
て
、
以
後
に
第
六
衣
に
於
て
、
所
謂
「
修
正
し
た
る
季
節
的
麗
勤
の
指
数
」
を

得
た
の
で
ゐ
る
o

第
五
去
り
歳
入
歳
出
の
季
節
的
的
出
動
的
指
数
が
五
月
を
一

(
U
O
ご
せ
る
仁
封
し
、
第
六
求
の
数

字
が
十
二
ヶ
月
間

ω指
数
会
館
山
山
一
算
術
卒
均
を
一

O
O
正
し
て
ゐ
る
か
ら
J
「
修
正
し
た
る
:
・
:
」
な
る
名
が
附

せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
此
数
字
こ
号
、
歳
入
歳
出
の
形
式
的
均
衡
を
最
も
泊
賞
に
示
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
開
早
仁
歳
入

歳
出
の
指
数
そ
の
も
の
じ
止
ま
ら
4
V
岡
者
の
合
計
数
字
及
び
差
引
数
字
を
掲
げ
、
真
に
進
ん
で
修
正
指
数
の
累
計

及
び
修
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指
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も
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が
放
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ら
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所
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〈
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従
つ
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我
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企
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で
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E
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る
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縫
動
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我
同
川
政
の
季
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的
同
盟
副

第
二
十
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谷
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0
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O 
O 

の
差
二
八
九
・
九
六
)
0

毎
月
の
牧
支
に
つ
い
て
一
五
へ
ば
.
線
設
の
大
吉
に
於
て
今
年
十
月
・
翌
年
四
月

六
月
、
今
年
五
月

ω順
序
を
ご
り
、
差
引
に
於
て
は
、
今
年
十
月
、
翌
年
四
月
、
驚
年
一
一
一
月
の
プ
ラ
ス
よ
b
マ
イ

ナ
ス
に
入
ち
今
年
六
月
‘
今
年
五
月
・
今
年
七
月
が
マ
イ
ナ
ス
九
ヶ
月
中
の
最
高
の
数
字
を
一
不
し

τゐ
る
。
更
に

累
計
を
見
れ
ば
、
曾
計
年
度
の
始
め
か
ら
九
月
末
迄
怖
に
可
寸
ナ
λ

を
持
続
し
、
十
月
末
仁
王
り
始
め

τプ
9

1

Z
な
り
、
翌
年
一
月
末
か
ら
真
に
・
7

イ
ナ
凡
に
入
る
の
で
あ
る
。

第
四

。士
亦口

論

以
上
、
歳
入
歳
出
山
形
式
的
均
衡
の
問
題
E
し
て
我
闘
財
政
の
苓
節
的
投
勤
の
型
を
研
究
し
た
の
で
あ
っ
た
o

其
批
判
川
市
正
し
工
、
弐
の
事
貨
を
断
定
す
る
事
が
出
来
る
o

第

歳
出
の
方
は
毎
月
仁
大
館
平
均
に
分
配
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
に
、

歳
入
は
月
に
よ
り
大
な
る
不
同
を
示
し

特
に
年
度
始
に
小
な
る
数
字
を
示
し

τゐ
る
事

第

年
度
始
に
小
な
る
数
字
を
示
し
て
ゐ
る
歳
入
を
以
て
、

ム
咋
月
平
均
に
分
配
せ
ら
れ

τゐ
る
歳
山
を
支
排

す
る
縛
め
に
は
、

年
度
始
に
常
に
凶
庫

ω逼
迫
を
帝
都
す
傾
向
ゐ
る
事

こ
の
二
一
V
W
1叩

1
一一
1
1
1
1
1
1
1問
但
f
w訓
寸
の
で
ゐ
る
o

第
一
の
事
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は
、
ん
げ
て
本
誌
川
越
ぺ
た
る
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ゲ
刻
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、
歳
入
の
重

ι引
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車
官
一
川
官
較
的
骨
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Uγ
町
一
枕
り
如
、
き
も
の
に
ゐ
っ
て
構
成
せ
ら
る
、
に
反

L
、
放

出
の
方
が
俸
給
其
他
毎
月
に
卒
咋
昨

r支
配

rJ~γ
貯
即
口
に
よ
っ
て
支
配
せ
ら
れ
て
ゐ
る
窃
か
ら
生
十
る
の
で
あ

か
の
大
披
省
諮
問
伊
及
び
借
入
金
の
制
度

る
。
第
二
の
事
貨
は
、

第
一
の
事
質
よ
り
嘗
然
生
十
る
結
論
で
ゐ
っ
て
、

今
年
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の
規
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
は
会
〈
其
結
果
で
ゐ
る
。

我
闘
の
財
政
の
如
〈
、
「
歳
出
が
卒
均
に
分
配
せ
ら
れ
歳
入
が
年
度
始
に
薄
い
」
ご
云
ふ
型
を
ご
れ
る
以
上
、
歳

計
に
形
式
的
不
足
の
生
?
る
事
は
勢
ひ
見
れ
難
き
所
で
ゐ
る
o

か
く
，
リ
レ
て
生
C
た
る
歳
計
の
形
式
的
一
時
不
足
を

補
ひ
枇
支
の
均
衡
を
保
た
し
め
ん
が
鋳
め
に
、
市
吋
年
議
曾
に
於
て
大
破
省
北
町
券
及
び
借
入
金
山
最
高
額
一
を
規
定
す

る
事
に
な
っ
て
ゐ
る
、
か
(
て
大
減
省
設
努

ω一
品
田
行
以
我
同
財
政
の
特
色
を
な
し
て
ゐ
る
の
で
ゐ
る
が
、
惟
界
大

戦
を
中
心
正
[
τ
哲
〈
此
現
象
が
中
絶
し
て
ゐ
允
の
は
、
前
年
度
剰
依
金
な
る
援
態
的

ωも
の
が
不
自
然
に
多
〈

存
在
L
て
ゐ
た
潟
め
で
ゐ
っ
た
。
恨
仁
前
年
度
剰
除
金
の
般
入
瀬
古
歳
入
総
計
の
数
字
ど
を
封
照
す
る
ご
、
大
正

三
年
度
以
来
次
の
決
算

ω数
字
を
示
し
て
ゐ
る
。

前
年
山
剰
飴
金

繰

入

平

自

歳
入
純
計
宇
田

大
正
三
年
度

大
正
凶
年
度

大
正
五
年
度

大
正
六
年
度

大
正
七
年
世

大
正
λ
年
政

5
2問、一回一
A

一

七
D
A
、一一一
E

A

一五、
J

一口
A
J

一、口八回、九五
A

一

一
、
君
、
三
一

一、
A
D
A
、一三一

-
M
λ
J
一回

A
H
、コ一石

一ユ耳、一一回
h

ユ一三、正一三

一一両晶、九口一

円目立、口人口

大

正

九

年

度

大

正

十

年

度

大
正
十
一
年
度

大
正
十
二
年
度

大
正
十
三
年
一
医

大
正
十
四
年
版
キ

大
正
十
五
年
度
出

前
年
度
剰
位
金

雄

入

♀

目ムヨ玉、ロ己山一

向
口
、
宅
問
一

五
五
日

S

、4
4一

一芸弘、(一一警

耳ニ問、ニ附旨

車(]=一、一言。

一ニ
i
、一一一

=、口口己、主一一

ュ、口人去、恒一一

三、口入昔、
4

岡正

一一、口四五、ニ九八

ュ、一-一世、一日晶一

一、也孟回、昔前昌

一、
E
品
川

A
J
一九一

歳
入
総
計
(
千
円
V

な
る
の
で
ゐ
る
。

こ
の
数
字
を
見
札
ば
、
剰
徐
金
な
る
も
の
が
如
何
に
我
闘
財
政
に
調
し
重
大
な
る
意
義
を
有
す
る
炉
い
明
か
ご

論

議

我
圃
財
政
由
季
節
的
艶
動

歳
入
が
年
度
始
に
樽
(
、
歳
出
が
毎
月
に
平
均
に
分
配
せ
ら
れ
て
白
る
、
誌
に
歳
計
の
形
式
的
均
衡
伝
破
b
一

第
二
十
三
巻
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第
一
説
一

O
一
)

O 
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(
第
一
般
一

O
ニ
)
一
O
二

時
的
不
足
を
生
す
、
こ
れ
を
締
ふ
に
大
拙
同
省
誰
券
u
A
び
借
入
金
を
以
て
す
。
こ
れ
我
闘
財
政
の
季
節
的
畿
勤
の
型

?
t
r。
然
る
に
・
最
近

ω同
盟
態
的
現
象
己
し
て
巨
額
の
前
年
度
剃
除
金
が
捌
庫
に
存
L
、
斜
め
に
町
智
炉
一
昨

舵ハ

H
J
V
r
r
r。
こ
れ
我
凶
財
政
の
現
放
で
め
る
o

然
れ
い
と
も
、
最
近
前
年
度
剃
俄
金
の
減
少
の
傾
向
大
な
る
が

故
に
、
二
れ
正
共
に
我
岡
山
川
政
的
山
田
統
的
め
型
が
再
び
一
凶
を
鐙
げ
ん
よ
し
て
ゐ
る
の
で
ゐ
る
o

こ
れ
私
が
我
岡
財

政
の
季
節
的
縫
動
を
研
究
Lhι
る
所
以
で
あ
る
。

内
問
、
本
研
究
に
於
て
は
草
に
一
般
曾
計

ωみ
に
問
題
を
限
局
し
た
る
が
翁
め
円
高
城
教
授
の
所
謂
「
綜
合
政

算
)
に
鮒
れ
な
が
っ
た
、
而
L
て
歳
入
歳
出
の
大
綱
ゆ
み
を
問
題
ご
し
、
他
の
細
部

ω科
目
に
及
ば
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
己
に
本
研
究

ωみ
よ
ち

L
て
も
毎
年
の
歳
計

ω季
節
的
経
動
の
大
勢
を
橡
め
計
算
す
る
市
中
が
出
来
る
の

で
ゐ
る
が
、
兎
に
此
二
方
面
に
桝
先
を
憐
げ
る
事
に
よ
っ
て
、
一
一
尉
新
L
レ
ヰ
貨
を
俊
見
L
、
且
ウ
珠
算
編
成
の

上
に
於

τ計
算
の
確
到
な
る
数
字
的
基
礎
セ
獲
得
す
る
引
が
山
家
る
の
で
あ
る
。

論

盤

我
同
財
政
白
季
節
的
艶
勘

第
二
十
三
巷
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